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図5作業側の咀噛筋筋力と顎関節負荷ベクトルとの
関係
Fig.5Relationshipbetweenmuscle-fOrceofmasticatory
musclesonworkingsideandTMJ-loadingvector.
図7非作業側の咀噛筋筋力と顎関節負荷ベクトルと
の関係
Fig.7Relationshipbetweenmuscle-fOrceofmasticatory
musclesonnon-workmgsideandTMJ-loadingvectom
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については，非作業側では増加し，作業側では軽減
した（図7(a)).側頭筋前部の活動は，咬合力には補
助的に関わり（図6)，顎関節負荷については，非作
‘業側では増加し，作業側では軽減した（図7(b)).内
側翼突筋の活動も咬合力と顎関節負荷に深く関わっ
ていた（図6)．外側翼突筋の活動は，咬合力の大き
さにはほとんど関わらなかった（図6)．顎関節負荷
については，非作業側では増加し，作業側では内外
側方向の調節に関わっていた（図7(c)).内側翼突筋
の活動は，咬合力と顎関節負荷に深く関わっていた
（図6)．顎関節負荷については，非作業側ではその
大きさ，作業側ではその方向（外側後方）に深く関
わっていた（図7(d)).
以上の結果から，非作業側の咀噌筋には以下に示
す機能分担があると考えられる：1)咬筋は，咬合力
と負荷に関与；2)側頭筋前部は，咬合力に補助的に
関与；3)外側翼突筋は，負荷の内外側成分を調節；
4)内側翼突筋は，咬合力と負荷に関与．
DuBml(1995)[3]は，「片側かみしめ時，咬筋と内側
翼突筋は,作業側よりも非作業側が活発に活動する」
と報告している．これは上記の観点からすれば，効
率よく咬合力を発現し，かつぐ作業側＞の顎関節負
荷を軽減する機能があるものと考えられる．また，
「側頭筋は非作業側よりも作業側の方が活発に活動
する」［3]も報告している．その現象も本研究の結果
から，側頭筋は両側とも効率よく咬合力を発現し，
かつ非作業側の活動によりく作業側＞の顎関節負荷
を軽減する機能があるものと考えられる．
6．あとがき
咀噛筋が顎関節負荷に与える影響について，静力
学的観点から検討した．その結果，片側かみしめ時
における咀噌筋の機能について，以下の4点が明ら
かになった：1)咬筋の活動は両側とも咬合力の発現
に関与，非作業側咬筋の活動は作業側の関節負荷を
軽減；2)側頭筋前部の活動は両側とも咬合力の発現
に関与，非作業側側頭筋前部の活動は作業側の関節
負荷を軽減；3)外側翼突筋の活動は両側とも咬合力
の発現には無関係；4)内側翼突筋の活動は両側とも
咬合力の発現に関与，非作業側内側翼突筋の活動は
作業側の負荷ベクトルを外側後方に偏位．
次のステップでは，咬合力と外側翼突筋筋力が一
定のとき，「咬筋，側頭筋前部，内側翼突筋の活動に
よる顎関節負荷の調節性」について理論解析する．
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